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目的　平面の布地を立体化する才まとして縫 臥こよろ梅 戌ヒ、了づl=･し｡セット による方
法* ＼"'ある。フィロン-ti ット による方法はいせこみ、伸ばレ くせヒリキ、その立体曲面り
種類によっていくつ かの方法ぴ馮ろ. 本研光は そのうちのく世レ ノについて人体ウ1

スト
却・ 対象に理論的 背景を明ら川 こしようとしたもので'ある。

方識　①被服ヒ人体に失走ﾛ) 図学的な理論を設定し それにｔ いて人4本割一測を行Q いヽ、

その結果ｸ らヽ布地 の変形蜃を寡出しFこ。計測はスラノ|デうングず ージによるもの( 祝騰f
I5名) し 石蚕識( 祝験 考G あ卜･･屋開図とを無 明しに。

②変形量算出値に対応する布地 の変希嫁)可能｡性につLI てはウう しギツ パゾ ン. ウり レ･リ

ードI'を試科としてテムシロンによる仲長荷竃によ 。で求めた。変形A  (7)対応のよいツづし
ツイード 乞用いてワしヒ ース・ 試作した。

結果　スラづテ"イしゲゲヒ ジによｰ?て 求`めた人体水平断面を重合 レ それによ、T 平面

肢開El 作成レ ウェスト ダーツ蔓 び)す べヽて１ くせい 川こよろも(ｱ)と仮良｡した降の最大の
布地の変形量は約^5度?" 、3  cm平方で･の対唯

たて今に參束`されろ伸びにn里論値 でに順 名になるが, 必 ず1しも紳びなくてもくせとりは不

可匯でほない。石膏法による展開図zi 計 方 下に逓静的に同座という最大値び'出るが'ツツ

ピー入試ｲ乍(ｱ)結果 からみても叱ずしも被服並体ヒしては現史的でヽなく、被 服主体ヒしてお

められる変形 角友を知るにはむしろスライプイしアゲージ浅の結果が蘆 していると考えら

れろ。しｳ しヽ2 種の計測方法は、計測のし易さ、計測昨明冬々ヽら一長一短ヒ 思､われた。




